




 検天治本万葉集は、平安時代に書写された万葉集写本、天治本を、江戸時代の国学者伴信友が模写した本である。天治本万葉集は、平安時代天治年間（一一二四～一一二六）頃に書写された万葉集の重要な古写本の一つである。現存するのは、巻十三、巻十五の零巻、巻二 巻十、十四、 十五の断簡に限られる。江戸 、 京都曼殊院に天治本の巻二、 十十四、 十五、 十七が所蔵さ ていた。それを国学者の伴信友が、弘化年 （一八四五） にそれらの所々を模写し、 袋綴じの冊子本に仕立てた （治本は巻子本） 。その模写は、虫食い穴まで丁寧に写し取る精密なもので、 今に天治本の姿をかなり正確に伝えている。 かも 模写部分は、すべて天治本が現存しない箇所 、きわめて貴重 ある。
　　　　　　
    天治本は、巻十三や巻十五にまとまった部分が残るものの、それら










































































という記述が見える（朱書） 。これにより、当時 曼殊院 おける天治本の残存巻とその残り具合がわかる。また、 「合五巻」下の割り注の記述から、この本がおおむね天治年間に書写されていることから、信友が「天治本」と名付けたことが知られる。さらに、後ろから二行目に天治本巻二が「歎管云々」 （一一八）から十四首（一三一まで）が欠けてい
ることを記している。この欠落部分の一部は、複製手鑑『養老』 （昭和二七年）に仁和寺切として所収されている（一二六左注の途中～一三一） 。　
本書は、全部で二十丁、半丁分空白があるところが四箇所見られる。

























とである。巻二、 一四、 一五、 一七という四つの巻の奥書を見ることが出来る。ことに巻二の奥書は重要であ （第七丁ウ） 。この記述によれば天治本は、忠兼の本を書写した本である い ことになる。しかも、その記述が、同じく忠兼 祖と 仙覚校訂本に残る忠兼本の奥書とよく似ており、両者相まって、天治本にとっては 底本の忠兼本が讃州本から仙覚校訂本底本に到る系譜に位置づけられる本であることが判明し、仙覚校訂本にとっては、今は無き忠兼本の具体的な姿をうかがうよすが
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 裏書（朱） 。文字ハ鏡文字。 「来～／白浪～」ノ二行ノ裏ニアリ。画像一参照
＊




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「いはしろはままつかえを」とし、 「 『カ』ニ相当スル字小サク、 『の』 カ 『か』 カ明ナラズ」とする。
七丁表
一四
歌
「まさしくあら□□たかへ □む」
「まさしくあらはまたかへり□む」
七丁表
二一七八
歌
「露霜尓二寶比始」
「露霜爾ゝ寶比始」
七丁表
他・信友書入
〈以上二之巻中抄寫〉 （朱）
記述なし
七丁裏
他・信友書入
〈右二巻奥書〉 （朱）
記述なし
八丁表
他・信友書入
〈以下
十五巻中抄寫下ニモアリ〉
記述なし
八丁表
他・信友書入
〈長哥末〉 （朱）
記述なし
八丁表
三六〇五
歌
「安我故□夜麻米」
「安我故非夜麻米」
八丁表
三六〇五
歌
「たえむこひにこそ」
「たえむひにこそ」
八丁表
三六〇六
歌
「野嶋我左志尒」
「野島我左□爾」
八丁表
三六〇六
歌
「をとめ□□き□」
「をとめ□□きて」
八丁裏
三六〇七
歌
「伊射里
□彡
流」
「伊射里須流」
八丁裏
三六〇七
左注
「安麻登香□良武」
「安麻登香見良武」
八丁裏
三六〇八
歌
「いへのあたりみ□」
「いへのあたりみゆ
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九丁表
三六〇九
歌
「伊射里須
□氵
」
「伊射里須流」
九丁表
三六〇九
左注
「柿本朝臣人麿
□哥
」
「柿本朝臣人麿歌」
九丁表
三六一〇
歌
「安
攵□
乃宇良尒」
「安故乃宇良爾」
九丁裏
三六一〇
歌
「ふなのりすらん」
「ふなのりすらむ」
九丁裏
三六一〇
歌
「あ□ものすそに」
「あかものすそに」
九丁裏
三六一〇
歌
「しほみつ□むか」
「しほみつらむか」
九丁裏
三六一一
歌
「お□ふね 」
「おほふねに」
九丁裏
〈以下十五巻〉 （朱）
記述なし
十丁裏
他・信友書入
〈以下十之巻〉 （朱）
記述なし
十丁裏
二一九五
歌
「黄始南」
「黄始面」
十一丁表
三四四一
歌
「我
　
敞尓」
「我敞尓」とあり、 「我」 下に一字分の空白なし
十一丁表
三四四一
歌
「まとか
ほ
くの」
「か」の字手書き。
十一丁表
三四四一
歌
「まかいたらむ
」
「ま」の字手書き。
十一丁裏
三四五〇
歌
「をくさすけほと」
「をくさすけをと」
十二丁表
二二一八
歌
「こ
こ
ろゝ
に」
「ころに」の三字及び「こゝ の二字手書き。
十二丁表
他・信友書入
〈以上十之巻中抄写〉 （朱）
記述なし
十二丁裏
他・信友書入
〈以下十四之巻中抄冩〉 （朱）
記述なし
十二丁裏
三四〇一
歌
「なかはなに」
「なかまなに」
十二丁裏
三四〇一
歌
「あふ事かたし」
「あふことかたし」
十二丁裏
三四一二
歌
「イアサカリクモ」
「イヤサカリクモ」
十三丁表
三五 八
歌
「イテ
モ
カリヤリテ」
「イ
ラモ
カリヤリテ」 「 『ラ』ヲ墨ニテ消セリ」とする。
十三丁表
他・信友書入
〈ワ片假名ノワ也輪ニ象リ兼テ戯書セルニヤ（朱）
記述なし
十四丁表
三五七七
歌
「伊都知由可米等」
「伴都知由可米等」
十四丁裏
他・奥書
「□鶏」
「山鶏」
十四丁裏
他・奥書
「ムキハムコマノ」
「ムキハムコマカ」
十四丁裏
他・信友書入
〈以上十四之巻中抄寫〉 （朱）
記述なし
十五丁裏
他・信友書入
〈以下十五之巻上ニモアリ〉 （朱）
記述なし
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十五丁裏
三六二七
他・異本注記等
「布」の左「
■
」
「■
」にあたる二字手書き。但し字は不明。
十五丁裏
三六二七
歌
「可良久尒
」
「可良久个
」
十五丁裏
三六二七
歌
「宇
ウ
良ラ
末フ
欲ヨ
理リ
」
「フ」にあたる字手書き。
十五丁裏
三六二七
歌
「和
ワ
伎キ
毛モ
故コ
尓ニ
」
「和
ワ
伎キ
毛シ
故コ
尓ニ
」
十六丁表
三六二七
歌
「由布住礼婆」
「由布祢礼婆」 祢」にあたる字手書き。 「モト『祢』ナドアリシヲ消セルカ」とする。
十六丁表
三六二七
歌
「久
ク
毛モ
為■
可カ
久ク
里レ
奴ヌ
」
「久
ク
毛シ
為ヰ
可カ
久ク
里レ
奴ヌ
」
十六丁表
三六二七
歌
「布祢等米弖」
「弖」の字手書き。
十六丁表
三六二七
歌
「宇
ウ
伎キ
祢ネ
乎ヲ
詞■
都ツ
追ゝ
」
「宇
ウ
伎キ
祢ネ
乎ヲ
詞シ
都ツ
追ゝ
」
十六丁表
三六二七
歌
「都
ツ
良ラ
あヽ
尒ニ
宇ヽ
家ケ
里リ
」
「都
ツ
良ラ
あゝ
尒ニ
宇ウ
家ケ
里リ
」
十六丁表
三六二七
歌
「久
ク
毛モ
為ヰ
尒ニ
美ミ
延
又ヌ
」
「久
ク
毛モ
為ヰ
尒ニ
美ミ
延奴
ヌ
」
十六丁裏
三六二七
歌
「多可 多知伎奴」
「知」の字手書き。
十六丁裏
三六二七
歌
「布
フ
祢ネ
乎ラ
等ト
杼ヽ
米メ
弖」
「布
フ
祢ネ
乎ヲ
等ト
杼ヽ
米メ
弖」
十七丁表
三六二八
歌
「みる人をなみ」
「みるひとをなみ」
十七丁裏
他・奥書
「比校□由」
□を「之」とする
十八丁表
他・信友書入
〈以下十七之巻中〉 （朱）
記述なし
十八丁表
三九一六
歌
「うつろひぬ覧」
「うつろひぬらむ」
十八丁表
三九一七
歌
「花はすくとも」
「はなはすくとも」
十九丁表
三九六九
前文
「不貲之恩」
「不貲之思」
安井絢子
　（日本女子大学大学院博士課程後期在学）
　
古澤彩子
　（同博士課程前期在学）
田中大士
　（日本女子大学教授）
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T
ypesetV
ersionoftheK
enT
enji-bonT
extoftheM
an'yoshu
Y
A
SU
IA
yako,F
U
R
U
SA
W
A
A
yako,T
A
N
A
K
A
H
iroshi
［
A
bstract ］
T
heK
enT
enji-bontextoftheM
an'yoshuisacopym
ade
duringtheE
doP
eriodbythescholarofK
okugaku(ancientJapanese
thoughtandculture)B
anN
obutom
o(1773-1846)oftheT
enji-bontext,
acopyoftheM
an'yoshuthathadbeenm
adeduringtheH
eianP
eriod.
T
h
eT
en
ji-b
on
tex
tisan
im
p
ortan
tearly
m
an
u
scrip
ttex
tofth
e
M
an'yoshuthatw
ascopiedaroundthetim
eoftheT
enjiera(1124-
1126).T
heonlyportionspresentlyextantarepartialtextsofB
ook13
andB
ook15,andfragm
entsofB
ook2,B
ook10,B
ook14,andB
ook15.
D
uringtheE
doP
eriod(17th-19thcenturies),B
ooks2,10,14,15,and17
oftheT
enji-bontextw
ereinthecollectionoftheM
anshu-inT
em
ple
inK
yoto.T
heK
okugakuscholarB
anN
obutom
om
adeareproduction
ofportionsofthattextin1845andhadthecopym
adeupinbooks
w
ithtraditionaldouble-leavedbinding(theT
enji-bontextw
asinthe
form
ofscrolls).T
hisreproductionw
asm
adeincarefuldetailthat
extendedeventow
orm
holesinthepaper,andsohaspasseddow
n
quiteanaccurateim
ageoftheT
enji-bontexttothepresentday.
F
urtherm
orethereproducedportionsareextrem
elypreciousbecause
theyallshow
partsoftheT
enji-bontextthathavenototherw
ise
survived.
A
lthoughtheT
enji-bontexthaspreservedsom
eportionsthatare
com
plete,suchasinB
ook13andB
ook15,thosesurvivingportionsdo
not,asithappens,containm
orethanafew
placesthatprom
inently
displaythedistinctivecharacteristicsofthetheT
enji-bontextual
lin
eag
e.T
h
eK
en
T
en
ji-b
on
tex
t,on
th
eoth
erh
an
d
,con
sistsof
excerptscopiedfrom
differentplacesinthebooksthatexistedatthat
tim
e,butthoseexcerptsclearlydisplaythedistinctivecharacteristics
ofthetextuallineage.T
histextpreservesnum
erousportionsthat
clarifytherelationshipbetw
eentheT
enji-bontextandothertexts,
prom
inentlyincludingthepostscripttoB
ook2statingthattheT
enji-
b
on
tex
tw
ascop
ied
from
th
eT
ad
ak
an
e-b
on
tex
t(an
im
p
ortan
t
historicaltextthatw
astheoriginalsourceforthesourcetexttothe
Sengakurecension).
T
hepresentvolum
epresentstheportionscopiedfrom
theT
enji-bon
texttogetherw
ithnotes(rubrics)byB
anN
obutom
o.T
heintentionof
thistypesetversionistoprovideasfaithfulanim
ageaspossibleof
thistextinitsaspectasacopyoftheT
enji-bontextw
hileclearly
indicatingthedifferencesfrom
thattext.
［
K
ey
w
o
rd
s ］
M
an
'y
osh
u
,K
en
T
en
ji-b
on
tex
t,T
en
ji-b
on
tex
t,B
an
N
obutom
o,copy
